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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局からモバイル局にメッセージを送信するためにページングチャンネル、クイック
ページングチャンネル、およびパイロットチャンネルが用いられ、前記クイックページン
グチャンネルが第１および第２のページインジケータを有する無線通信システムにおいて
、
　前記パイロットチャンネル内にあって前記第１のページインジケータと関連する第１の
パイロット信号の強度が、第１の閾値より小さいかどうかを判定する過程と、
　前記第１のパイロット信号の強度が、前記第１の閾値以下である第２の閾値より大きい
かどうかを判定する過程と、
　前記パイロットチャンネル内にあって前記第２のページインジケータと関連する第２の
パイロット信号の強度が、前記第１の閾値より小さいかどうかを判定する過程と、
　前記第２のパイロット信号の強度が前記第２の閾値より大きいかどうか判定する過程と
、
　前記第１のパイロット信号の強度が前記第１の閾値以上である場合、前記第１のページ
インジケータを処理し、前記第１のページインジケータがオンと検知されたかどうかを判
定する過程と、
　前記第１のパイロット信号の強度が前記第１の閾値より小さく、前記第１のパイロット
信号の強度が前記第２の閾値より大きい場合、前記第１のページインジケータについて第
１の軟判定を保存する過程と、
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　前記第１のパイロット信号の強度が前記第１の閾値より小さく、前記第２のパイロット
信号の強度が前記第１の閾値以上の場合、前記第２のページインジケータを処理し、前記
第２のインジケータがオンと検知されたかどうか判定する過程と、
　前記第１のパイロット信号の強度が前記第１の閾値より小さく、前記第２のパイロット
信号の強度が前記第２の閾値より大きい場合、前記第２のページインジケータについて第
２の軟判定を保存し、前記第１および第２の軟判定を結合して結合判定を得、前記結合判
定がオンであるかどうかを判定する過程と、を備える方法。
【請求項２】
　通信状態にある基地局および少なくとも１つのモバイル局を備え、
　前記基地局および前記少なくとも１つのモバイル局は、
　ページングチャンネルと、
　クイックページングチャンネルと、
　前記クイックページングチャンネル内の第１および第２のページインジケータと、
　前記少なくとも１つのモバイル局内に実装された１以上のプロセッサであって、前記第
１のページインジケータのパイロット強度を第１および第２の閾値と比較し、前記第２の
ページインジケータのパイロット強度を前記第１および第２の閾値と比較し、前記第１お
よび第２の閾値と比較した前記第１および第２のページインジケータの前記パイロット強
度に基づいて、前記第１および第２のページインジケータが高信頼性をもって前記基地局
から前記少なくとも１つのモバイル局に送信されているかどうかを判定するプロセッサと
、
を備えることを特徴とする、無線通信システム。
【請求項３】
　前記第１および第２のページインジケータは、時間において少なくとも２０ｍｓ互いに
離れていることを特徴とする、請求項２に記載の無線通信システム。
【請求項４】
　前記第１および第２のページインジケータは、コンピュータシミュレーションを用いて
最適化されていることを特徴とする、請求項２に記載の無線通信システム。
【請求項５】
　前記第１および第２のページインジケータは、ビットからなることを特徴とする、請求
項２に記載の無線通信システム。
【請求項６】
　前記１以上のプロセッサは、前記モバイル局に実装されていることを特徴とする、請求
項２に記載の無線通信システム。
【請求項７】
　通信状態にある前記基地局および前記少なくとも１つのモバイル局は、第１および第２
のパイロット信号を搬送するパイロットチャンネルをさらに備え、前記第１のパイロット
信号の受信エネルギーは前記第１のページインジケータのパイロット強度を表し、前記第
２のパイロット信号の受信エネルギーは前記第２のページインジケータのパイロット強度
を表すことを特徴とする、請求項２に記載の無線通信システム。
【請求項８】
　基地局からモバイル局にメッセージを送信するためにページングチャンネル、クイック
ページングチャンネル、およびパイロットチャンネルが用いられ、前記クイックページン
グチャンネルが第１および第２のページインジケータを有する無線通信システムにおいて
、
　前記第１のページインジケータのパイロット強度を第１および第２の閾値と比較する過
程と、
　前記第２のページインジケータのパイロット強度を前記第１および第２の閾値と比較す
る過程と、
　前記第１および第２の閾値と比較した前記第１および第２のページインジケータのパイ
ロット強度に基づいて、前記第１および第２のページインジケータが高信頼性をもって前
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記基地局から前記モバイル局に送信されているかどうかを判定する過程と、
を備える方法。
【請求項９】
　基地局からモバイル局にメッセージを送信するためにページングチャンネル、クイック
ページングチャンネル、およびパイロットチャンネルが用いられ、前記クイックページン
グチャンネルが第１および第２のページインジケータを有する無線通信システムにおいて
、
　前記パイロットチャンネル内にあって前記第１のページインジケータと関連する第１の
パイロット信号の強度が、第１の閾値より小さいかどうかを判定するプロセッサ手段と、
　前記第１のパイロット信号の強度が、前記第１の閾値以下の第２の閾値より大きいかど
うかを判定するプロセッサ手段と、
　前記パイロットチャンネル内にあって前記第２のページインジケータと関連する第２の
パイロット信号の強度が、前記第１の閾値より小さいかどうかを判定するプロセッサ手段
と、
　前記第２のパイロット信号の強度が前記第２の閾値より大きいかどうか判定するプロセ
ッサ手段と、
　前記第１のパイロット信号の強度が前記第１の閾値以上である場合、前記第１のページ
インジケータを処理し、前記第１のページインジケータがオンと検知されたかどうかを判
定するプロセッサ手段と、
　前記第１のパイロット信号の強度が前記第１の閾値より小さく、前記第１のパイロット
信号の強度が前記第１の閾値より大きい場合、前記第１のページインジケータについて第
１の軟判定を保存するプロセッサ手段と、
　前記第１のパイロット信号の強度が前記第１の閾値より小さく、前記第２のパイロット
信号の強度が前記第１の閾値以上の場合、前記第２のページインジケータを処理し、前記
第２のインジケータがオンと検知されたかどうか判定するプロセッサ手段と、
　前記第１のパイロット信号の強度が前記第１の閾値より小さく、前記第２のパイロット
信号の強度が前記第２の閾値より大きい場合、前記第２のページインジケータについて第
２の軟判定を保存し、前記第１および第２の軟判定を結合して結合判定を得、前記結合判
定がオンであるかどうかを判定するプロセッサ手段と、
を備えるモバイル局。
【請求項１０】
　前記第１のパイロット信号の強度が前記第１の閾値以上であり、前記第１のページイン
ジケータがオンと検知された場合、次のページングチャンネルスロットを復号するプロセ
ッサ手段と、
　前記第１のパイロット信号の強度が前記第１の閾値以上であり、前記第１のページイン
ジケータがオフと検知された場合、前記モバイル局をスリープモードに切り換えるプロセ
ッサ手段と、
　前記第１のパイロット信号の強度が前記第１の閾値より小さく、前記第２のパイロット
信号の強度が前記第１の閾値以上であり、前記第２のページインジケータがオンと検知さ
れた場合、前記次のページングチャンネルスロットを復号するプロセッサ手段と、
　前記第１のパイロット信号の強度が前記第１の閾値より小さく、前記第２のパイロット
信号の強度が前記第１の閾値以上であり、前記第２のページインジケータがオフと検知さ
れた場合、前記モバイル局をスリープモードに切り換えるプロセッサ手段と、
　前記第１のパイロット信号の強度が前記第１の閾値より小さく、前記第２のパイロット
信号の強度が前記第２の閾値以下の場合、前記次のページングチャンネルスロットを復号
するプロセッサ手段と、
　前記第１のパイロット信号の強度が前記第１の閾値より小さく、前記第２のパイロット
信号の強度が前記第２の閾値より大きく、結合判定がオンの場合、前記次のページングチ
ャンネルスロットを復号するプロセッサ手段と、
　前記第１のパイロット信号の強度が前記第１の閾値より小さく、前記第２のパイロット
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信号の強度が前記第２の閾値より大きく、前記結合判定がオフの場合、前記モバイル局を
スリープモードに切り換えるプロセッサ手段と、
をさらに備える、請求項９に記載のモバイル局。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信システムに関する。より詳しくは、本発明はクイックページングチ
ャンネル内のページインジケータの高信頼性復号方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　セルラー無線周波数（ＲＦ）無線電話システムの様な、標準的な無線通信システムでは
、基地局は、基地局システムがサービスを提供する地域内で動作するモバイル局と通信す
る。
【０００３】
　基地局とモバイル局との間の多元接続無線通信は、音声、データ、映像などの通信信号
が送信される経路を提供するＲＦチャンネルを介して行われる。基地局からモバイル局へ
の通信はフォワードリンクチャンネルつまりダウンリンクチャンネルで、モバイル局から
基地局への通信はリバースリンクチャンネルつまりアップリンクチャンネルで行われると
称される。
【０００４】
　符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）は、周知のデジタルＲＦチャンネル技術の一例である。
一般的に、ＣＤＭＡシステムのユーザはすべて、共通周波数スペクトラムで通信信号を送
受信し、ウォルシュ符号のような特殊符号を用いてシステム内の多元通信信号の分離をし
ている。各特殊符号は通常、共通周波数スペクトラム内の一つの通信チャンネルを表して
いる。通信チャンネルの一例は、ページングチャンネルあるいはトラフィックチャンネル
である。
【０００５】
　ＩＳ－２０００スタンダードは、タイムスロットに分割されたページングチャンネル、
つまりページングチャンネルタイムスロットを提供する。ＩＳ－２０００スタンダードに
よれば、基地局によって一つのページングチャンネルが用いられる。これらのページング
チャンネル内で、モバイル局に対し、複数のページングチャンネルタイムスロットが割り
当てられる。基地局は、モバイル局に割り当てられたページングチャンネルタイムスロッ
ト内で、ページや他のメッセージをモバイル局に送信する。
【０００６】
　ＩＳ－２０００スタンダードは、クイックページングチャンネルをさらに提供する。Ｉ
Ｓ－２０００スタンダードにおいては、各基地局が一つのクイックページングチャンネル
を備えている。ページングチャンネルと同様、クイックページングチャンネルはタイムス
ロット、つまりクイックページングチャンネルタイムスロットに分割される。モバイル局
がページングチャンネル上のメッセージを受信するとき、基地局はクイックページングチ
ャンネル上の１以上のページインジケータをオンにし、モバイル局に割り当てられたペー
ジングチャンネルをモニタするように警告する。これにより、モバイル局が割り当てられ
たページングチャンネルのタイムスロット全部についてメッセージをモニタする必要性を
軽減する。その代わりに、モバイル局はスリープモードに入り、クイックページングチャ
ンネル上の割り当てられたページインジケータをモニタするときのみ立ち上がる。アイド
ルモードで動作するモバイル局について、ＩＳ－９５スタンダードでは、基地局は、ペー
ジングチャンネル上の特定のタイムスロットのみを用いてモバイル局に送信する。しかし
、ＩＳ－２０００スタンダードでは、クイックページングチャンネルもまた８０ｍｓタイ
ムスロットに分割され、特定のスロットが特定のモバイル局に割り当てられる。モバイル
局は２つのスロット間でスリープモードに入ることができる。この動作モードはスロット
モードと呼ばれる。



(5) JP 4230360 B2 2009.2.25

10

20

30

40

50

【０００７】
　スロットモードのモバイル局では、クイックページングチャンネルのタイムスロットの
ページインジケータがオンになっていると、モバイル局はページングチャンネルの次のタ
イムスロットのメッセージを復号する。他の場合は、モバイル局は、次に予定されたペー
ジインジケータまで、スリープモードに戻る。ページインジケータは比較的短いため、モ
バイル局はより長い時間をスリープモードで居続けることにより、エネルギーを節約でき
る。その結果、モバイル局のバッテリー寿命が延びる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　クイックページングチャンネルの目的は、アイドル状態にあるスロットモードのモバイ
ル局が、ページングチャンネルスロットメッセージ全体ではなく、ページインジケータを
復号するために立ち上がるのみにすることである。クイックページングチャンネルは符号
化無しの単一ビットメッセージを含むため、ページングチャンネルメッセージに比べて処
理時の電力消費が少ない。クイックページングチャンネルを効率的に利用することによっ
て、電力の節約が期待できる。通常、これはページインジケータの検知精度にかなり依存
する。もしページインジケータが実際はオフの状態なのにオンであると検知されてしまう
と、誤った警告が出され、モバイル局は不必要に立ち上がってしまう。反対に、もしペー
ジインジケータが実際はオンの状態なのにオフであると検知されてしまうと、モバイル局
はメッセージが送信されている間もスリープモードであり続け、受信しそびれてしまう。
【０００９】
　よって、これら２つの場合のどちらをも防ぎ、呼び出しを受信し損なうことなく、より
長い待ち受け時間を達成する、信頼性のある復号スキームの必要性がある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　ページングチャンネルと、クイックページングチャンネルと、クイックページングチャ
ンネル内の第１および第２のページインジケータを備える、通信状態にある基地局と少な
くとも１つのモバイル局を備える方法およびこの方法を実行するシステムが提供される。
システムは、第１のページインジケータのパイロット強度を第１および第２の閾値と比較
する。さらにシステムは、第２のページインジケータのパイロット強度を第１および第２
の閾値と比較する。システムは、第１および第２の閾値と比較した第１および第２のペー
ジインジケータのパイロット強度に基づいて、第１および第２のページインジケータが信
頼性をもって基地局から少なくとも１つのモバイル局に送信されたかどうかを判定する。
【００１１】
　本発明とその効果をより完全に理解するために、添付の図面とともに、以下の記載を参
照する。
【００１２】
　図面に置いて、同じ参照番号は、同じあるいは類似の機能や装置を示すのに用いられる
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　本発明の原理とその効果は、図１－３に示す実施形態の動作を参照することにより、よ
りよく理解することができる。
【００１４】
　図１では、参照番号１００は本発明の実施形態と共に用いるのに適した無線通信システ
ムのブロック図を示す。図１に示すように、１以上の基地局１０２が無線通信信号１０６
を介して対応する１以上のモバイル局１０４と通信する。モバイル局１０４は、音声デー
タおよび／またはテキストメッセージなどその他のタイプのデータを送信および／または
受信するように設計された、あらゆるタイプのトランシーバに相当する。モバイル局１０
４の例としては、携帯電話やラップトップコンピュータなどのモバイルデータ端末などが
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ある。通信信号はチャンネル上で送信され、異なるタイプの通信には異なるチャンネルが
用いられる。チャンネルの１つのタイプがページングチャンネルであり、これは基地局１
０２がページやその他のメッセージをモバイル局１０４に送るのに用いられるフォワード
通信チャンネルである。他のタイプのチャンネルにはクイックページングチャンネルがあ
り、これは基地局１０２がモバイル局に、ページまたは他のメッセージを受信するために
ページングチャンネルをモニタするように警告するときに用いられるフォワード通信チャ
ンネルである。
【００１５】
　好ましくは、少なくとも１つの基地局１０２が基地局コントローラ１０８と通信する。
基地局コントローラ１０８はモバイルスイッチングセンタ１１０と通信する。モバイルス
イッチングセンタ１１０は公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）１１２と通信する。
【００１６】
　図２を参照する。タイミング図２００は、ページングチャンネル２０２と、クイックペ
ージングチャンネル２０４とを示す。ページングチャンネル２０２はページングチャンネ
ルタイムスロット２０６に分割される。図１の基地局１０２は、１以上のページングチャ
ンネルタイムスロット２０６内で図１のモバイル局１０４にメッセージを送信する。
【００１７】
　同様に、クイックページングチャンネル２０４はクイックページングチャンネルタイム
スロット２０８のようなクイックページングチャンネルタイムスロットに分割される。ク
イックページングチャンネルタイムスロット２０８は、ページインジケータｂ１－２１０
とｂ２－２１２とを含む。好ましくは、ページインジケータｂ１－２１０およびｂ２－２
１２は、それぞれ２進数またはビットであり、図１の送信基地局１０２をオンにして、図
１の対応するモバイル局１０４に警告を与え、メッセージがあるかどうかページングチャ
ンネル２０２をモニタするようにする。図１のモバイル局１０４がページングチャンネル
２０２をモニタしていないとき、モバイル局１０４はスリープモードに入り、周期的に立
ち上がってページインジケータｂ１－２１０およびｂ２－２１２をモニタする。図１の基
地局１０２は、オンオフキーイング変調を用いてクイックページングチャンネル２０４上
でページインジケータｂ１－２１０およびｂ２－２１２を送信する。図２に示すように、
ページインジケータｂ１－２１０およびｂ２－２１２は、互いに少なくとも２０ｍｓ離れ
ている。
【００１８】
　図３は、クイックページングチャンネルのページインジケータを高信頼性をもって復号
する好適な方法を示すフロー図３００である。ステップ３０２において、この方法は開始
される。次のステップ３０４は図２のページインジケータｂ１－２１０のパイロット強度
（ｐｉｌｏｔ　ｓｔｒｅｎｇｔｈ）が第１の閾値Ｔｈ＿ｈｉｇｈ以上であるかどうかが判
定される。好ましくは、ページインジケータｂ１－２１０のパイロット強度は、ページイ
ンジケータｂ１－２１０に対応する第１のパイロット信号（図示せず）の受信エネルギー
を表す。パイロット信号はパイロットチャンネル（図示せず）内にあり、第１のパイロッ
ト信号の受信エネルギーはページインジケータｂ１－２１０に対応するチャンネルの部分
の特性を表すのに用いられる。ページインジケータｂ１－２１０のパイロット強度が第１
の閾値Ｔｈ＿ｈｉｇｈ以上の場合、ページインジケータｂ１－２１０はステップ３０６で
処理される。ステップ３０８では、ページインジケータｂ１－２１０が論理上のものと同
じかどうかが判定される。もしそうなら、ステップ３１０において、図１のモバイル局１
０４が図２の次のページングチャンネルスロット２０６を復号する。違う場合は、モバイ
ル局１０４はステップ３１２においてスリープモードに入る。
【００１９】
　ページインジケータｂ１－２１０のパイロット強度がＴｈ＿ｈｉｇｈより小さい場合、
次のステップ３１４では、ページインジケータｂ１－２１０のパイロット強度が第２の閾
値Ｔｈ＿ｌｏｗ以下であるかどうかが判定される。ページインジケータｂ１－２１０のパ
イロット強度が第２の閾値Ｔｈ＿ｌｏｗより大きい場合、ステップ３１６においてページ
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インジケータｂ１－２１０の「軟判定」が保存される。好ましくは、このような軟判定は
整合フィルタ（図示せず）の出力で、数値として表される。軟判定はさらに、整合フィル
タ軟統計（soft statistic）とも呼ばれる。この時点では、モバイル局１０４がスリープ
モードに入るのか次のページングチャンネルスロットを復号するのかについての硬判定は
なされない。好ましくは、第１および第２の閾値Ｔｈ＿ｈｉｇｈおよびＴｈ＿ｌｏｗは、
コンピュータシミュレーションを用いて最適化される。第１および第２の閾値Ｔｈ＿ｈｉ
ｇｈおよびＴｈ＿ｌｏｗは、それぞれ基地局１０２からモバイル局１０４に受信された第
１および第２のページインジケータが、信頼性が高いのか、適度に信頼性があるのか、信
頼性が無いのか、を判定するために設定される。
【００２０】
　ページインジケータｂ１－２１０のパイロット強度が値Ｔｈ＿ｈｉｇｈより小さい場合
、次のステップ３１８では、図２のページインジケータｂ２－２１２が値Ｔｈ＿ｈｉｇｈ
以上であるかどうかが判定される。ページインジケータｂ１－２１０のパイロット強度に
関連して述べたように、ページインジケータｂ２－２１２のパイロット強度はページイン
ジケータｂ２－２１２に対応する第２のパイロット信号（図示せず）の受信エネルギーを
表す。パイロット信号はパイロットチャンネル内にあり、パイロット信号の受信エネルギ
ーはページインジケータｂ２－２１２に対応するチャンネルの部分の特性を表すのに用い
られる。図２のページインジケータｂ２－２１２のパイロット強度が値Ｔｈ＿ｈｉｇｈ以
上の場合、ページインジケータｂ２－２１２はステップ３２０において処理される。ステ
ップ３２２では、ページインジケータｂ２－２１２が論理上のものと同じであるかどうか
が判定される。もしそうなら、図１のモバイル局１０４がステップ３１０において図２の
次のページングチャンネルスロットを復号する。違う場合、モバイル局１０４はステップ
３１２においてスリープモードに入る。
【００２１】
　ページインジケータｂ１－２１０のパイロット強度が値Ｔｈ＿ｈｉｇｈより小さく、図
２のページインジケータｂ２－２１２のパイロット強度もＴｈ＿ｈｉｇｈより小さい場合
、次のステップ３２４においてページインジケータｂ２－２１２のパイロット強度が値Ｔ
ｈ＿ｌｏｗ以下であるかどうかが判定される。もしそうなら、図１のモバイル局１０４が
ステップ３１０において図２の次のページングチャンネルスロット２０６を復号する。違
う場合、ステップ３２６において、ページインジケータｂ２－２１２の「軟判定」が保存
される。ステップ３２６のような軟判定は、整合フィルタ軟統計と、ページインジケータ
ｂ２－２１２のパイロット強度とを含んでもよい。この時点では、基地局１０４がスリー
プモードに入るか、次のページングチャンネルスロットを復号するかについての硬判定は
なされない。
【００２２】
　ステップ３２８では、ページインジケータｂ１－２１０およびｂ２－２１２の軟判定は
結合され、結合判定がなされる。ステップ３３０では、結合判定が論理上のものと同じで
あるかどうかが判定される。もしそうなら、図１のモバイル局１０４がステップ３１０に
おいて図２の次のページングチャンネルスロットを復号する。違う場合、モバイル局１０
４はステップ３１２においてスリープモードに入る。図３に示す方法はステップ３３２で
終了する。
【００２３】
　好ましくは、ステップ３０２から３３２は、図１のモバイル局１０４の一つによって行
われる。図１のモバイル局１０４はそれぞれ、１以上のマイクロプロセッサ（図示せず）
を有してステップ３０４から３３０を実行する。通常、１以上のマイクロプロセッサはそ
れぞれ、半導体あるいは同等の装置（図示せず）を有する。好ましくは、１以上のマイク
ロプロセッサは、一連の命令（図示せず）を実行することによりステップ３０２から３３
２を行う。例えば、これらの命令はソフトウェアプログラム（図示せず）の形で１以上の
マイクロプロセッサに与えられる。
【００２４】
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　一般的に、ページインジケータｂ１－２１０およびｂ２－２１２のパイロット強度はそ
れぞれ、第１および第２の閾値と比較され、ページインジケータｂ１－２１０およびｂ２
－２１２の信頼性のレベルを判定する。ページインジケータｂ１－２１０およびｂ２－２
１２の信頼性のレベルに基づいて、モバイル局がスリープモードに入るか次のページング
チャンネルスロットを復号するかについて判定するための異なる動作が選択される。
【００２５】
　上述の記載により、本発明の要旨から逸脱することなく、好適な実施形態に様々な修正
や変更を加えることができることが理解できる。この記載は、説明のみを目的としたもの
であり、限定的なものに解釈してはならない。本発明の範囲は、添付の請求項によっての
み限定される。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の実施形態と共に用いるのに適した、無線通信システムを示すブロック図
。
【図２】それぞれページングチャンネルおよびクイックページングチャンネルに含まれる
、ページングチャンネルスロットおよびクイックページングチャンネルスロットを示すタ
イミング図。
【図３】クイックページングチャンネルのページインジケータを高信頼性をもって復号す
る現在好適な方法の一つを示すフロー図。

【図１】 【図２】
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